
令和 5 年度 OIH（大阪イノベーションハブ） 

スタートアップアクセラレーションプログラム業務 

質問・回答 

番

号 

該当する仕様書

の番号 
質問事項 回答 

1 

仕様書項目 6 

業務内容 (2) 

アクセラレーシ

ョンプログラム

の実施 

令和 4年度事業において、メンター陣に

よる個別面談の実施回数をお伺いしたい

です。 

一社あたり 10～20回程度実

施いたしました。 

2 

仕様書項目 6 業

務内容 (2) アク

セラレーション

プログラムの実

施 

令和 4年度事業においてプログラム HP

に掲載されているメンター陣の入れ替え

は可能でしょうか？ 

可能です。 

3 

仕様書項目 6 業

務内容 (3) 情報

発信 ア 

令和 4年度事業における取り組み内容を

お伺いしたいです。 

WEBサイト、メールマガジ

ン、プレスリリースページな

どを活用して実施していま

す。 

4 

仕様書項目 6 業

務内容 (4) プロ

グラム終了スタ

ートアップ企業

への支援 

「様式 2 企画提案書」内で記載されて

いる提案ポイント 8,9,10のそれぞれに

ついて、令和 4年度事業における実施内

容をお伺いしたいです。 

◆提案ポイント８ 

・過去にＯＳＡＰ（ＯＩＨシードアクセ

ラレーションプログラムを含む）を終了

したスタートアップ企業に対するフォロ

ーアップの手法 

（平成 28年～令和 4年度のプログラム

に参加したスタートアップ企業） 

◆提案ポイント９ 

・ＯＳＡＰのプログラムを終了したスタ

ートアップ企業のアルムナイ等、ＯＳＡ

Ｐコミュニティの形成手法やそれらの継

続方法 

 

 

 

 

＜提案ポイント８＞ 

受注者や発注者が実施してい

るスタートアップ向けのプロ

グラムへの 

参画を促し、支援を行ってい

ます。 

 

＜提案ポイント９＞ 

オンライン交流会等を実施し

ています。 

 

 



◆提案ポイント１０ 

・プログラムを終了したスタートアップ

企業を対象とした、ハンズオン支援の手

法 

（伴走コーディネータの選定方法、ハン

ズオン支援を行うスタートアップの選出

方法、新たな資金調達や大企業との協業

に繋げるための効果的なハンズオン支援

方法など） 

＜提案ポイント 10＞ 

現在の事業ステージや課題等

についてヒアリングを行い、 

その内容にあわせたコーディ

ネータの選定や支援手法を 

決定しています。 

5 

仕様書項目 7 そ

の他 (2) 業務実

施に関する基本

的な条件 イ 

協賛金などの収入を獲得できた場合、本

事業内での利用方法について制約はござ

いますか？ 

協賛金などの収入の利用方法

についての制約は現状ござい

ませんが、本事業の実施を通

じて収益を得るといったこと

も想定されることや、本事業

と収入の会計処理の取り扱い

を確認するため、協賛金など

の収入を得る前には、事前に

事務局と協議の上、対応をお

願い致します。 

 


